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＜連絡事項＞
・本日7/2(火)当直医が馬渡Drですが、午後より年休のため不在です。18:30頃には病院に戻る予定ですが、その間、何かありましたら深澤Drへ対応をお願いして下さい。
・7/9(火)夕食メニュー変更。「魚肉ソーセージ風カツ」　→　「えび寄せフライ」

・8/7(水)納涼会　場所:古民家前の広場　時間:18:00～20:00　　雨天時:8/9(金)
【会費】法人行事積立金より徴収（小学生以上は￥500　未就学児は無料）
＜患者様連絡事項＞
・佐々木マツ子様～昨日の面会の件について主治医へ報告している。最終的に保護者である次男様の許可が必要な為、次男様と連絡を取るようにと指示あり。次男様へ連絡すると、面会後も夫様の意向は変わらず、退院させてもいいと話している。現在の状態で自宅へ退院した際のデメリットも説明している。ケアマネージャーがついていない為、此方で申請してもいいか確認し、了承得ている。ケア会議をしたいこと、退院後のかかりつけ、受診できる日についていつこちらに来られるか電話するが、忙しいと切っている。夫様本日来院されていない為、次男様へ今後どうするか確認していく予定とする。
・上神田　實様～主治医へ昨日施設から受け入れ可の連絡があったこと報告している。息子様へ面談後の退院か、面談せず退院を進めてもいいか意向の確認、面談後の退院となった場合、施設は13日まで待っていただけるのか確認するよう指示あり。施設へ連絡し、13日以降の退院であれば16日の週なら受け入れ可能と返事頂く。息子様へ連絡着き次第、折り返し返事すること伝えている。本日息子様へ連絡するも繋がらず。採血緊急値ありますが、主治医午後不在の為、結果印刷しデスクへ置いている。明日指示受けする予定。
・矢崎　清三様～家族から架電あり、「7月11日14時に面談をお願いしたい」とのこと。田中Ｄｒに伝える旨を告げると「分かりました、よろしくお願いします。」と話している。今後自宅退院の予定だが、現在介護保険が介護度1であるため、区分変更の申請をケアマネージャーへ依頼している。
・村舘　ミネ様～ヒアルロン酸点眼を使用中だが、右目が開眼しにくく、いずい為点眼薬変更して欲しいと訴えあり。主治医に報告しているが、診察時不調の訴えない為、点眼処方なし。
・荒屋敷　ゆみ様～食事摂取量少なく、体重減少あること主治医へ報告し、ハーフ・メイバランスミニ4本/日へ今昼から変更となる。
・堤　ヨシエ様～家族面談希望あり、金Dｒへ報告していますが、主治医面談で効きたい事の内容を確認するよう指示あり。息子様へ連絡すると、「施設に申し込みはしているが、このまま入院継続できるのか」とのこと。施設の受けいれが整い次第退院となる為、それまで入院継続となること伝えると了承されている。他に主治医に聞きたい事があるか確認するが、他にはなく、主治医面談もしなくていいとのこと。
・浅水　幸吉様～右肘蕁麻疹、掻痒感あり。主治医へ皮膚科受診するよう指示もらっている。
・田中　稔美様～本人より粥・キザミへ変更希望あり、主治医より許可頂き、今昼から変更としている。
・中村　隆様～臀部アズノール軟膏処置の指示7/31まで頂いている。
・高嶋　鉄男様～喀痰培養で緊急値あり、主治医より本日タゾピペ2V+生食100ml施行指示あり、明日から点滴内容変更し、1日分処方あり。タゾピペが当院に在庫なく、本日19時届く予定。
・佐々木　鶴蔵様～臨時薬同内容で7日分処方。

・荒屋敷　ゆみ様～臨時薬同内容で7日分処方。
＜要注目患者様＞
・上神田　實様～体温37.3℃、クーリング施行中。脈拍104回/分で頻脈見られますが、他バイタルサインの異常はありません。
・矢崎　清三様～食事は各食2/3摂取されています。バイタルサインの異常はありません。閉眼して大声で呼ぶことはあるが、ベッド上では体動目立たず。
・小舘　アツ子様～問題行動なく、他患者様への不満訴えもないです。
・向谷地　照夫様～体温37.1℃、他バイタルサインの異常はありません。痰鳴あり、吸引を施行し白色痰中等量を除去しています。褥瘡処置施行、浸出液多量、悪臭あり。本日排便‐8日目、腹部膨満感あります。
・荒屋敷ゆみ様～今昼から食事変更しているため摂取状況を観察すると、メイバランスミニは2本とも摂取し、「美味しい」と話している。食事は各食1/3摂取。
・宮崎　榮子様～日中確認行為ありますが、不機嫌さなく状態変化もないです。
・高嶋　鉄男様～バイタルサインの異常はありません。ベッド上での体動活発で、ミトン外しや起き上がることがあり、車椅子に移乗して様子観察しているが、車椅子でもミトン外しや立ち上がろうとするため介入要しています。発語あり、不機嫌さが見られている。
・田中　稔美様～今昼から食事変更しているため摂取状況を観察すると、味噌汁にお粥をペッペッと数回出すことはあるが、お粥だけ食べ、他は残食している。
・三浦　光子様～リハパン内に血液混じりの粘液便中等量あり。時折腹痛はあるとの事。「腰から下がムズムズする」と話している。
・佐々木　マツ子様～「イライラする」「下に降りたい」と訴えがある。不穏時リスペリドン内溶液（0.5）1P内服している。
＜皮膚科診察＞
・北村サクラ様～腹部・鼠径部・背部に発赤疹あり。デルモゾールDP軟膏2本処方となる。
・矢崎　清三様～頸部湿疹あり、追加診察している。白癬菌と同じ菌であるとのことで、処置に変更あり。
①全身皮膚乾燥、落屑(＋)爪不変⇒プロペト塗布(白色ワセリン)

②右下顎部　2×3CMの環状紅班、落屑、白癬⇒テルビナフィンクリーム塗布(1日1回)
・浅水　幸吉様～右肘発疹あり。デルモゾールDP軟膏1本。
・向谷地照夫様～仙骨部処置、ゲーベン＋ガーゼ保護の処置から変更あり。ブロメライン軟膏1本処方となる。
⇒洗浄＋ブロメライン軟膏塗布(壊死している部分・穴に塗布)＋ゲーベンクリーム＋ガーゼ(皮膚にあたる側のガーゼにもゲーベンクリーム塗布し2枚重ね)＋テープ固定。
来週、壊死している部分を切りたいとの事なので、来週の皮膚科担当は、クーパー、鉤ピンセットの用意して下さい。滅菌していないため南山苑で行って滅菌し準備しておいて下さい。
＜褥瘡評価＞
・向谷地照夫様～前回と変わらずDESIGN-Rの評価38点です。今後も、処置や体交を続け、記録に残していく。
